
雪と“しょさまる”

メール登メール登録録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。



『
年
頭
に
あ
た
っ
て
』

初
山
別
村

長
　
 
宮
　
　
本
　
　
憲
　
　
幸

隠

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
　
年
の
新

３１

春
を
つ
つ
が
な
く
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
、

心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
素
か
ら
村
政
推
進
に
際
し
ま
し
て
は
、
各
般

に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
９
月
６
日
に
北
海
道
に
お
い
て
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
地
震
が
発
生
し
、
胆

振
東
部
地
域
で
は
大
き
な
被
害
が
発
生
致
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
地
震
に
伴
い
道
内
全
域
が

停
電
と
な
り
、
し
か
も
長
期
に
及
ん
だ
こ
と
か

ら
産
業
・
経
済
・
暮
ら
し
な
ど
様
々
な
分
野
に

大
き
な
影
響
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道

が
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
や
副
次
的
に
発
生
す
る

様
々
な
事
象
に
十
分
即
応
で
き
る
環
境
と
は
言

い
難
い
状
況
で
あ
り
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
必
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。

　
村
に
お
き
ま
し
て
は
不
安
定
な
気
象
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
幹
産
業
へ
の
影
響
も
あ

り
ま
し
た
が
、
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
各
種
事

業
等
は
、
村
民
の
皆
様
、
村
議
会
議
員
の
皆
様

を
始
め
、
関
係
機
関
等
の
深
い
ご
理
解
と
ご
指

導
を
頂
き
、
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
国
や
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
か
ら
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
否
定
で
き
な
い
未

来
で
あ
り
現
実
を
直
視
し
た
新
た
な
国
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

成
長
を
追
い
求
め
て
き
た
社
会
観
か
ら
戦
略
的

に
コ
ン
パ
ク
ト
に
す
る
発
想
の
も
と
、
よ
り
広

域
的
な
発
想
や
様
々
な
繋
が
り
の
構
築
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　
日
本
再
生
に
向
け
て
国
も
地
方
も
、
全
力
を

挙
げ
て
様
々
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
重
要
な
時
期
に
あ
り
、
将
来
を
見

据
え
た
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体
的
な
道
筋
の

も
と
、
各
種
施
策
を
的
確
に
推
し
進
め
て
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
は
村
に
と
り
ま
し
て
、
村
制
施
行
１
１

０
年
と
言
う
節
目
の
年
で
あ
る
と
同
時
に
、
年

号
が
変
わ
る
歴
史
転
換
の
年
と
な
り
ま
す
が
、

村
づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針
で
あ
り
ま
す
「
第

７
期
初
山
別
村
総
合
振
興
計
画
」
を
基
軸
と
し
、

「
地
方
の
元
気
が
日
本
の
元
気
」
と
な
る
よ
う
、

農
山
漁
村
の
魅
力
を
生
か
し
、
よ
り
効
果
的
な

施
策
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
本
年
も
ふ
る
里
づ
く
り
に
全
力
を
傾
注
し
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
ご
健
康
で
幸
多
き
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。



韻

『
新
年
の
ご
挨
拶
』

初
山
別
村
議
会
　
議
長
　
 
木
　
　
村
　
　
健
　
　
一

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
　
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

３１

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
常
日
頃
、
初
山
別
村
議
会
が
何
か
と
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国
際
的

に
は
、
２
月
に
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
、
日
本
は
過
去
最
多
の
　
個
の
メ
ダ
ル
を
獲

１３

得
し
ま
し
た
。
道
内
の
選
手
も
大
活
躍
で
、

カ
ー
リ
ン
グ
で
は
「
そ
だ
ね
ー
」
が
流
行
語
に

な
り
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
等
と
並
び
大
活
躍

し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
に
は
史
上
初
の
米
朝

首
脳
会
談
が
行
わ
れ
、
歴
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ

が
刻
ま
れ
、
日
本
の
拉
致
問
題
に
も
僅
か
な
期

待
が
生
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
は
、
豪
雨
、
台
風
等

自
然
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
な
か
で
も
９
月

６
日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
は
、

震
度
７
と
北
海
道
観
測
史
上
最
大
の
規
模
で
、

死
者
　
名
と
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
更

４１

に
は
道
内
全
域
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
今
ま
で
体

験
し
た
こ
と
の
な
い
現
象
を
体
験
し
、
酪
農
を

始
め
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
痛
手
を
受
け
ま
し
た
。

現
代
文
明
の
も
ろ
さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
村
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
基
幹
産
業
で
あ

り
ま
す
農
業
は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
の
長

雨
、
低
温
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
水
稲

は
不
良
、
そ
の
他
の
農
作
物
も
振
る
わ
ず
苦
し

い
年
と
な
り
ま
し
た
。
漁
業
は
、
魚
種
に
よ
っ

て
昨
年
を
下
回
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全

般
的
に
魚
価
が
高
値
で
、
全
体
と
し
て
一
昨
年

を
上
回
る
水
揚
げ
と
な
り
、
ま
ず
ま
ず
の
年
で

あ
り
ま
し
た
。
土
木
、
建
築
業
等
は
人
手
不
足
、

業
者
不
足
等
で
厳
し
い
中
に
あ
り
ま
す
が
、
懸

命
な
努
力
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
商
業
に
お
い

て
も
人
口
減
、
他
町
へ
の
消
費
の
流
出
等
で
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
の
中
、
地
方
は
様
々
な
課
題

に
面
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
交
通

弱
者
対
策
が
昨
年
　
月
に
試
行
さ
れ
ま
し
た
。

１１

様
々
な
問
題
は
あ
る
も
の
の
実
用
化
に
向
け
て

早
急
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
多

く
の
人
た
ち
と
の
交
流
に
よ
っ
て
支
え
あ
う
活

動
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
あ
り
ま
す
。

私
達
も
皆
様
方
か
ら
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
４
年
間
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
と
致
し
ま
し
て
、
本
年
も
村
民
の
皆

様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。



吋

【１月 ～ Ｎｏ．５８９】　　　　　　　　 

４日　村成人式　

７日　村消防団・救難所出初め式

５日　新春書き初め大会

【２月 ～ Ｎｏ．５９０】　　　　　　　　 

２日　ふじみ保育所豆まき

６日　新１年生１日体験入学

１８日　保育所木育教室

２０日　老人クラブ交歓会

【３月 ～ Ｎｏ．５９１】　　　　　　　　 

１日　ふじみ保育所ひなまつり

１３日　初山別中学校卒業式

１９日　初山別小学校卒業式

２２日　ふじみ保育所卒園式

【４月 ～ Ｎｏ．５９２】　　　　　　　　 

５日　ふじみ保育所入所式

６日　村内小・中学校入学式

１３日　春の交通安全運動　村民総監視

【５月 ～ Ｎｏ．５９３】　　　　　　　　 

２１日　緑と魚と人を呼ぶ森づくり植樹祭

２３日　交通安全協会定期総会

２６日　花いっぱい運動

【６月 ～ Ｎｏ．５９４】　　　　　　　　 

３日　小・中・保合同大運動会

１６日　豊岬稲荷神社祭

２６日　飲酒運転根絶キャラバン

◆ 平成３０年を振り返って ◆



右

【７月 ～ Ｎｏ．５９５】　　　　　　　　 

１日　初山別・風連別学園合同学園祭

７日　豊岬海水浴場清掃

１１日　夕涼みビアガーデン

１２日　初山別稲荷神社祭

【８月 ～ Ｎｏ．５９６】　　　　　　　　 

４～５日　しょさんべつ岬まつり

４日　しょさんべつ星まつり

１５日　村戦没者追悼式

１０～１３日　れらかふぇ２０１８

【９月 ～ Ｎｏ．５９７】　　　　　　　　 

１０日　村敬老会

１４日　有明八幡宮獅子舞奉納

３０日　初山別中学校学校祭

【１０月 ～ Ｎｏ．５９８】　　　　　　　　 

６日　初山別小学校学芸会

２１日　ふじみ保育所おゆうぎ会

２～４日　お茶の間懇談会

【１１月 ～ Ｎｏ．５９９】　　　　　　　　 

１～３日　村文化祭

７日　納税功労表彰

２２日　減災研修会

【１２月 ～ Ｎｏ．６００】　　　　　　　　 

７日　ふじみ保育所クリスマス会

１４日　ふじみ保育所もちつき



【概　要】

　一般会計及び特別会計を合わせた平成２９年度の決算額は、歳入総額が３１億２，８９７万９千円、歳出総額が３０億６，４２８万８

千円となりました。前年度との比較では歳入７，４３３万４千円（２．３２％）、歳出で５，８７４万１千円（１．８８％）の減となって

います。

平成 ２９年度　決　算　の　状　況

宇

歳　 出
①諸支出金………………４１１，６０３，５４４円（１８．２０％）
②衛生費…………………３６４，３００，６１４円（１６．１１％）
③民生費…………………２５０，７１６，９１５円（１１．０９％）
④土木費…………………２３４，８６６，７６１円（１０．３９％）
⑤公債費…………………２１３，８７９，０４９円（ ９．４６％）
⑥教育費…………………２１１，０５７，２６７円（ ９．３３％）
⑦総務費…………………１５７，７８９，７３５円（ ６．９８％）
⑧消防費…………………１４２，５６５，７７６円（ ６．３１％）
⑨商工費…………………１１７，４２９，７６４円（ ５．１９％）
⑩農林水産業費………… ９４，６３０，４９３円（ ４．１９％）
⑪その他………………… ６２，２９２，７６３円（ ２．７５％）
※その他の内訳
　議会費………………… ３１，２０７，８１３円（ １．３８％）
　災害復旧費…………… ２５，２０７，２００円（ １．１１％）
　労働費……………………５，８７７，７５０円（ ０．２６％）
　予備費………………………………０円（ ０．００％）

【一般会計・歳出】
総額は２２億６，１１３万３千円（予算対比９８．７５％）で、前
年度決算額２２億８，８０１万５千円と比較すると２，６８８万
２千円（１．１７％）の減です。支出の主なものは諸支出
金、衛生費、民生費、土木費となっています。

総　 　 額

２２億６，１１３万３，０００円

①地方交付税…………１，４５０，４２１，０００円（６３．５２％）
②村債……………………１７３，８６３，０００円（ ７．６１％）
③村税……………………１２１，０２５，６１４円（ ５．３０％）
④道支出金………………１０４，９９０，７５７円（ ４．６０％）
⑤国庫支出金…………… ９７，４０８，７２９円（ ４．２７％）
⑥諸収入………………… ８７，７７７，４３４円（ ３．８４％）
⑦繰入金………………… ８１，７９０，５７５円（ ３．５８％）
⑧使用料及び手数料…… ４６，８０９，０２０円（ ２．０５％）
⑨地方譲与税…………… ３７，４４９，０００円（ １．６４％）
⑩その他………………… ８１，９１０，７０３円（ ３．５９％）
※その他の内訳
　地方消費税交付金…… ２３，５１２，０００円（ １．０３％）
　繰越金………………… ２３，２０１，２４３円（ １．０２％）
　寄附金………………… １２，０９０，０００円（ ０．５３％）
　財産収入……………… １１，４８３，９６０円（ ０．５０％）
　自動車取得税交付金……９，３３８，０００円（ ０．４１％）
　分担金及び負担金………１，２３７，５００円（ ０．０５％）
　配当割交付金………………３４４，０００円（ ０．０２％）
　株式等譲渡所得割交付金…３４７，０００円（ ０．０２％）
　利子割交付金………………２４２，０００円（ ０．０１％）
　地方特例交付金……………１１５，０００円（ ０．０１％）
　交通安全対策特別交付金…………０円（ ０．００％）

【一般会計・歳入】
総額は２２億８，３４４万６千円（予算対比９９．７３％）で、前年度決算額２３億１，１２１万６千円と比較すると２，７７７万円（１．２０％）
の減です。収入の主なものは村税、地方譲与税、地方交付税、使用料及び手数料、国庫支出金、道支出金、繰入金、
諸収入、村債となっています。
【村税の状況】
決算額は１億２，１０２万６千円で、前年度決算額１億１，９１４万５千円との比較では１８８万１千円（１．５８％）の増です。
また、村民１人あたりの村税負担額は１０万２５１円、１世帯あたりの負担額は２１万８，２２７円となります。この金額は、納
交付金を除く村税総額を平成３０年３月末日現在の住民基本台帳人口及び世帯数で割り算して算出したものです。

歳　 入

総　 　 額

２２億８，３４４万６，０００円

【特別会計】
５つの特別会計を合わせた決算額は、歳入が８億４，５５３万３千円、歳出が８億３１５万５千円で、前年度と比較すると、歳入が４，６５６
万４千円（５．２２％）の減、歳出が３，１８５万９千円（３．８２％）の減となっています。各特別会計の歳入歳出決算額は次ページのとおりです。
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烏

歳　 入 ０％ １００％１００％ 歳　 出

歳出合計 ： ２億９，４０７万６，８６３円
　①保険給付費…………１億５，２３７万９，４２０円
　②共同事業拠出金………… ７，０３５万１２３円
　③その他………………… ７，１３４万７，３２０円

歳出合計 ： １億６，１０９万６，７４７円
　①保険給付費…………１億３，２９０万４，６１５円
　②地域支援事業費………… ９８４万２，１１８円
　③その他………………………１，８３５万１４円

歳出合計 ： ２億２，４１３万５，７５７円
　①公債費………………１億１，１１９万５，８７９円
　②簡易水道費…………１億１，０７０万１，３７８円
　③積立金…………………… ２２３万８，５００円

歳出合計 ： ２，０５２万７，５９５円
　①後期高齢者医療広域連合納付金
　　………………………… ２，０２７万５，７４９円
　②総務費………………………１７万４，９３８円
　③諸支出金…………………… ７万６，９０８円

歳出合計 ： １億３３１万６，３９４円
　①公債費………………… ６，２５８万１，７９８円
　②下水道費……………… ４，０７２万６，１５３円
　③積立金……………………………８，４４３円

歳入合計 ： ３億２，５９５万８，００１円
　①国庫支出金…………… ８，３２３万５，７７４円
　②前期高齢者交付金……… ６，５１６万８２４円
　③共同事業交付金……… ５，２６３万８，４４５円
　④国民健康保険税……… ４，２５２万７，４００円
　⑤その他………………… ８，２３９万５，５５８円

歳入合計 ： １億６，９８９万１，１１０円
　①支払基金交付金……… ３，８５２万９，１９１円
　②国庫支出金…………… ３，８３７万３，５７１円
　③繰入金………………… ３，３３１万３，９００円
　④その他………………… ５，９６７万４，４４８円

歳入合計 ： ２，０５８万６５７円
　①後期高齢者医療保険料… １，２８０万３００円
　②繰入金…………………… ７６４万６，４４９円
　③繰越金………………………１３万２，１０８円
　④諸収入……………………………１，８００円

歳入合計 ： １億４１３万３，６１２円
　①繰入金………………… ８，３３８万３，０００円
　②使用料及び手数料…… １，５５６万６，７６０円
　③道支出金…………………………４００万円
　④その他…………………… １１８万３，８５２円

歳入合計 ： ２億２，４９６万８，９５５円
　①繰入金………………１億１，５１１万８，０００円
　②村債……………………………５，３４０万円
　③使用料及び手数料…… ４，０１６万２，１１０円
　④その他………………… １，６２８万８，８４５円
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村条例の規定により、本村各会計に係る平成３０年４月１日から９月３０日までの期間における財政運営

状況について公表します。

【一般会計～総括～】

　平成３０年度上半期における一般会計予算は、当初予算２５億２９０万円に７，１７７万１千円が追加補正されて、２５億

７，４６７万１千円となっています。前年度の同じ時期と比べて、３億７，５０４万３千円の増となっています。

羽

平成 ３０ 年度　上半期の財政状況

①国民健康保険特別会計　　　　　３０９，４１８，０００円（３８．８９％）

②簡易水道事業特別会計　　　　　１８１，０４６，０００円（２２．７５％）

③介護保険特別会計　　　　　　　１７０，９５２，０００円（２１．４９％）

④農業集落排水事業特別会計　　　１１０，６３８，０００円（１３．９１％）

⑤後期高齢者医療保険特別会計　　 ２３，５５３，０００円（ ２．９６％）

歳入歳出合計　７億９，５６０万７千円

【特別会計～総括～】

　平成３０年度上半期末の特別会計予算は、当初予算７億５，０３４万１千円に４，５２６万６千円が追加補正されて、７億９，５６０万

７千円となっています。前年度同期と比較すると、１億６７２万３千円の減となっています。

【歳　入】

　上半期末現在の収入済額は１３億７，３７３万５千円で前年度

に対し１億３，４５２万１千円上回り、収入率は５３．３６％で、前年

度を２．９８ポイント下回っています。

　主な科目別の収入済額及び収入率をみると、村税７，１７８

万１千円で６１．０５％、地方譲与税１，００３万９千円で２７．７７％、

地方交付税９億６，０２０万６千円で７２．１７％、使用料及び手数

料２，０９９万円で４６．３５％、繰越金１，７７２万３千円で１００．００％、

諸収入２，４５６万８千円で２９．２４％となっています。

①地方交付税…………１，３３０，５１６，０００円（５１．６８％）
②繰入金…………………３９４，５３５，０００円（１５．３２％）
③村債……………………３０４，６０５，０００円（１１．８３％）
④国庫支出金……………１２３，９３２，０００円（ ４．８１％）
⑤村税……………………１１７，５８５，０００円（ ４．５７％）
⑥諸収入………………… ８４，０２５，０００円（ ３．２６％）
⑦道支出金……………… ８３，９８８，０００円（ ３．２６％）
⑧使用料及び手数料…… ４５，２８８，０００円（ １．７６％）
⑨地方譲与税…………… ３６，１４９，０００円（ １．４０％）
⑩その他………………… ５４，０４８，０００円（ ３．２０％）
※その他の内訳
　地方消費税交付金…… １９，６７６，０００円（ ０．７６％）
　繰越金………………… １７，７２３，０００円（ ０．６９％）
　財産収入……………… １０，６０７，０００円（ ０．４１％）
　自動車取得税交付金……４，０５２，０００円（ ０．１６％）
　分担金及び負担金………１，１８０，０００円（ ０．０５％）
　配当割交付金………………２９３，０００円（ ０．０１％）
　地方特例交付金……………２２９，０００円（ ０．０１％）
　株式等譲渡所得割交付金…１６１，０００円（ ０．０１％）
　利子割交付金………………１２３，０００円（ ０．０１％）
　寄附金…………………………３，０００円（ ０．００％）
　交通安全対策特別交付金……１，０００円（ ０．００％）

【歳　出】

　上半期末現在の支出済額は、１１億１，４４５万１千円で前年度

に対し３億７，５０４万３千円上回り、支出率は４３．２９％で、前年

度を１．３７ポイント下回っています。

　主な科目別の支出済額及び支出率をみると、総務費５，９８７

万１千円で４４．６５％、民生費１億２，９２５万４千円で５２．４５％、

衛生費２億１，８４９万５千円で６０．８４％、商工費７，８４２万２千円

で５９．９３％、消防費２億４，１０９万４千円で４０．３４％、教育費

４，３８３万円で３９．９２％、公債費８，９９４万７千円で４０．３９％、諸支

出金１億６，３４２万４千円で４７．６１％となっています。

①消防費…………………５９７，６７２，０００円（２３．２１％）
②衛生費…………………３５９，１３１，０００円（１３．９５％）
③諸支出金………………３４３，２２４，０００円（１３．３３％）
④土木費…………………２８３，５８３，０００円（１１．０２％）
⑤民生費…………………２４６，４１６，０００円（ ９．５７％）
⑥公債費…………………２２２，６８４，０００円（ ８．６５％）
⑦総務費…………………１３４，０９５，０００円（ ５．２１％）
⑧商工費…………………１３０，８６１，０００円（ ５．０８％）
⑨教育費…………………１０９，７８２，０００円（ ４．２６％）
⑩その他…………………１７５，５００，０００円（ ７．９８％）
※その他の内訳
　農林水産費…………… ８９，２４５，０００円（ ３．４７％）
　議会費………………… ３１，２２３，０００円（ １．２１％）
　災害復旧費…………… １５，００１，０００円（ ０．５８％）
　労働費……………………６，７５４，０００円（ ０．２６％）
　予備費……………………５，０００，０００円（ ０．２０％）
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支出

支出割合支出済額予算現額区　　　分

２９．０２８９，７８５３０９，４１８１国民健康保険特別会計

４２．００７１，８０５１７０，９５２２介護保険特別会計

３０．５０７，１８４２３，５５３３後期高齢者医療保険特別会計

４４．９１８１，３１５１８１，０４６４簡易水道事業特別会計

３８．４９４２，５８２１１０，６３８５農業集落排水事業特別会計

３６．７９２９２，６７１７９５，６０７６歳出合計

特別会計　科目別の状況
収入 （単位：千円）

収入割合収入済額予算現額区　　　分

３８．４４１１８，９３７３０９，４１８１国民健康保険特別会計

４７．１２８０，５５６１７０，９５２２介護保険特別会計

３１．８６７，５０５２３，５５３３後期高齢者医療保険特別会計

５８．１３１０５，２４４１８１，０４６４簡易水道事業特別会計

５７．３７６３，４７７１１０，６３８５農業集落排水事業特別会計

４７．２２３７５，７１９７９５，６０７６歳入合計

　
支出

支出割合支出済額予算現額区　　　分

５４．０５１６，８７６３１，２２３１議会費

４４．６５５９，８７１１３４，０９５２総務費

５２．４５１２９，２５４２４６，４１６３民生費

６０．８４２１８，４９５３５９，１３１４衛生費

４３．１６２，９１５６，７５４５労働費

２７．５２２４，５５９８９，２４５６農林水産業費

５９．９３７８，４２２１３０，８６１７商工費

１６．１４４５，７６４２８３，５８３８土木費

４０．３４２４１，０９４５９７，６７２９消防費

３９．９２４３，８３０１０９，７８２１０教育費

０．０００１５，００１１１災害復旧費

４０．３９８９，９４７２２２，６８４１２公債費

４７．６１１６３，４２４３４３，２２４１３諸支出金

０．０００５，０００１４予備費

４３．２９１，１１４，４５１２，５７４，６７１１５歳出合計

一般会計　科目別の状況
収入 （単位：千円）

収入割合収入済額予算現額区　　　分

６１．０５７１，７８１１１７，５８５１村税

２７．７７１０，０３９３６，１４９２地方譲与税

７１．５４８８１２３３利子割交付金

２０．８２６１２９３４配当割交付金

０．０００１６１５株式等譲渡所得割交付金

６８．２０１３，４１９１９，６７６６地方消費税交付金

６０．８３２，４６５４，０５２７自動車取得税交付金

１００．００２２９２２９８地方特例交付金

７２．１７９６０，２０６１，３３０，５１６９地方交付税

０．０００１１０交通安全対策特別交付金

４３．１４５０９１，１８０１１分担金及び負担金

４６．３５２０，９９０４５，２８８１２使用料及び手数料

２１．０７２６，１１８１２３，９３２１３国庫支出金

２２．９９１９，３０６８３，９８８１４道支出金

５４．９０５，８２３１０，６０７１５財産収入

１３６６６．６７４１０３１６寄附金

５０．６９２００，０００３９４，５３５１７繰入金

１００．００１７，７２３１７，７２３１８繰越金

２９．２４２４，５６８８４，０２５１９諸収入

０．０００３０４，６０５２０村債

５３．３６１，３７３，７３５２，５７４，６７１２１歳入合計



雨

　羽幌町外２町村衛生施

設組合では条例に基づい

て、予算の執行状況等を

お知らせしています。

　これは、組合の財政を

知っていただき、組合運

営へのご理解とご協力を

お願いするものです。

羽幌町外２町村衛生施設組合　財 政 状 況

■平成３０年度上半期（Ｈ３０．４．１～Ｈ３０．９．３０）

一般会計　歳出 （単位：千円）

執行率（％）支出済額構成比（％）予算現額科　　目

３７．１１０８０．１２９１議 会 費

４５．５１８，５７９１３．７４０，８０４総 務 費

２８．０５９，５０９７１．５２１２，６１５衛 生 費

５０．１１６，８２７１１．３３３，６０２公 債 費

０．００３．４１０，０００予 備 費

３２．０９５，０２３１００．０２９７，３１２合　　計

一般会計　歳入 （単位：千円）

執行率（％）収入済額構成比（％）予算現額科　　目

４７．１１２７，０００９０．６２６９，３６０分担金及び負担金

（２９．２）（３７，０５９）（２９．２）（７８，５８５）（苫　前　町）

（５４．０）（６８，６３１）（５４．０）（１４５，５７８）（羽　幌　町）

（１６．８）（２１，３１０）（１６．８）（４５，１９７）（初 山 別 村）

７０．９１２，６５３６．０１７，８４２使用料及び手数料

３５．５３，５５３３．４１０，０００財 産 収 入

１８，９０３．０１８，９０３０．０１００繰 越 金

２９０．０２９０．０１０諸 収 入

５４．５１６２，１３８１００．０２９７，３１２合　　計

組合の借金（組合債）
現残高（千円）区　　分

７，３８３ご み 処 理 施 設

７１，０３４火 葬 場 施 設

７８，４１７合　　計

一般会計　歳出 （単位：千円）

対 前 年 度平成２９年度
科　　目

率（％）増減額構成比（％）決算額

△４．８△８０．０１５９議 会 費

△４．０△１，８７１１１．９４４，６４０総 務 費

△２４．４△５５，１１６４５．６１７１，１９２衛 生 費

△２８．９△６４，７８２４２．５１５９，６７５公 債 費

０．０００．００予 備 費

△２４．５△１２１，７７７１００．０３７５，６６６合　　計

■平成２９年度羽幌町外２町村衛生施設組合一般会計歳入歳出決算

一般会計　歳入 （単位：千円）

対 前 年 度平成２９年度
科　　目

率（％）増減額構成比（％）決算額

△２７．６△１２６，１６７８３．７３３０，３２８分担金及び負担金

（△２８．８）（△３８，９５９）（２９．２）（９６，３６２）（苫　前　町）

（△２６．９）（△６５，４３６）（５３．７）（１７７，５１３）（羽　幌　町）

（△２７．８）（△２１，７７２）（１７．１）（５６，４５３）（初 山 別 村）

０．４９２６．１２４，２１４使用料及び手数料

６２．２６，７７４４．５１７，６６１財 産 収 入

△１９．８△５，０８２５．２２０，５３４繰 越 金

１１３．８９７５０．５１，８３２諸 収 入

△２３．８△１２３，４０８１００．０３９４，５６９合　　計

　平成２９年度の決算が監査

委員の審査を経て、組合議

会１１月定例会で認定されま

した。

　歳入総額は３９４，５６９千円、

歳出総額は３７５，６６６千円で、

差し引き１８，９０３千円の決算

となっております。



１２月のこ んなこ とあんなこ と

●１２月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

バルーンアート教室１松

特設人権相談所４昇

選挙管理委員会５昌

農業委員会総会６昭

ふじみ保育所　クリスマス会７晶

楽すぽクラブ　クリスマス会８松

ブックスタート１２昌

村議会定例会１３昭

保育所もちつき会１４晶

ほしっこくらぶ１９昌

役場仕事納め２８晶

初山別稲荷神社年越祭（元旦祭）３１捷

卯

じ
み
保
育
所
に
て
、
園
児
た
ち
が
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。園
児
た
ち
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
劇
や

歌
を
披
露
し
た
り
、
親
子
で
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列

車
」な
ど
の
交
流
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
年
も
良
い
子
に
し
て
い
た
園
児
た
ち
は

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
貰
う
と
お

礼
を
言
う
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ち
な
み
に
こ
の
サ
ン
タ
さ
ん
は
、
か
れ
こ
れ
　10

年
以
上
こ
の
保
育
所
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け

に
来
て
く
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。（
　
月
７
日
）

１２

ふ ふ
じ
み
保
育
所
ク
リ
ス
マ
ス
会

※
　
月
　
日
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
の

１２

１９

様
子
は
、
２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

幼
児
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、

絵
本
に
触
れ
る
機
会

を
設
け
る
「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
」
が
自
然

交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
２
組
の
親
子
が
会
場
に
訪
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
」
の

方
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。（
　
月
　
日
）

１２

１２

乳 ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

然
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
親
子
や
一
般

の
方
な
ど
　
人
が
参
加
し
、
ク

19

リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
、「
サ

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
」
や
「
リ
ー
ス
」

を
作
る
こ
と
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
時
折
風
船
を
割
り

つ
つ
も
、
講
師
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
作
品
作

り
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。（
　
月
１
日
）

１２

自 バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室

合
型
ク
ラ
ブ
「
楽
す
ぽ
ク
ラ

ブ
」
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
交
流

会
が
岬
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
、

村
内
の
老
若
男
女
が
集
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
お
い
し
い
料
理
を
楽

し
み
な
が
ら
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
は
「
し
ょ
さ

ま
る
」
も
参
加
し
て
お
り
、

子
供
た
ち
に
遊
ん
で
も
ら
え

て
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。

（
　
月
８
日
）

１２

総 楽
す
ぽ
ク
ラ
ブ
ク
リ
ス
マ
ス
会

大縄飛びに挑戦！

劇「てぶくろ」みんなで「爆弾ゲーム」

「サンタさんありがとう」



　皆さまおばんです。佐藤です。好きなおせちの品目は……という

以前におせちってあまり食べないんですよね。最近コラムが生々し

いですが振り返ると６月ごろからでした。……あのころかぁ

（遠い目）。

　過去のコラムで書きましたが、２０１８年の目標は「植物のように逞

しく」でした。ですが実際は、自己嫌悪、自己嫌悪、人間不信、自

己嫌悪……ちょっと雑草にしては枯れっぱなしでしたね。

　なんで自己嫌悪するかといえば自分が正しい確証が持てないから。

失敗続きでも馬鹿にされても続ける自信がないといけません。その

ためには理論を固める必要があります。見通しを理論で裏付ければ

自信は持てるはず。そして頭の中で整頓できるほど簡単な仕事じゃ

ないので、目に見える文章の形で残しましょう。……という具合に

対策を立てております。いつまでも枯れてても仕方ないので。

　そんなわけで、コラムを書きながらレポートをまとめている雑草の雑談でした。【佐藤】

＜２０１８年の反省＞

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

鵜

　いやぁ今回もビックリしましたね『カルロス・ゴーン逮捕』。詳細はまだ分かりませんが、

会社側から見ると「社長ちょっとやり過ぎましたね」と思われた内部告発の様です。あの日

産をＶ字回復させ、親会社のルノーの売上を抜き、三菱自働車を吸収し３社での販売台数は

トヨタを抜き世界２位までにした手腕は誰もが認めるところ。が、家族旅行は会社もち、各

国の家も会社もち、役員報酬の内訳は社長多めなどちょっとやり過ぎと判断されたようだ。

社内でも『必要悪』だから仕方がないとの判断もあっただろう。

　この『必要悪』、結構身の回りに有るのではないだろうか。『悪』とついているので悪い事

であるとの認識は皆あるであろう。しかしそこを正すと他の弊害が生じるので目をつぶろう

という雰囲気で正さないという事が…。

　自分が担当の時に問題が発生しなければ良いかと思っていただろう、神戸製鋼問題、自動

車点検問題、免震偽装問題等最近不祥事が続くのも皆『必要悪』だからという言い訳の様な

気がします。【古田】

＜カルロス ！ ！＞

　皆さんこんにちは！齋藤です。

またやってきましたね！雪の季節！

それはそうとして、岬センターと、ともしびに売っているお守りを買いました！

新しいネックレスにしようと思います！皆さまも買ってみて下さい！それではまた！【齋藤】

＜お　守　り＞



ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
た
め
に

　
暖
か
い
居
間
か
ら
ト
イ
レ
に
行
く

と
、
寒
暖
差
に
思
わ
ず
震
え
て
し
ま

う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
こ
の
気

温
差
が
、
高
齢
者
に
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
家
の
中

の
急
激
な
温
度
差
に
よ
り
血
圧
が
大

き
く
変
動
す
る
こ
と
で
失
神
や
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、

身
体
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
で

す
。

〈
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
る
し
く
み
〉

　
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は
お
も
に
家
の

中
の
温
度
差
に
よ
り
起
こ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
真
冬
は
、
暖
房

を
つ
け
て
い
る
暖
か
い
部
屋
と
暖
房

を
つ
け
て
い
な
い
浴
室
や
ト
イ
レ
の

温
度
差
が
、　

℃
を
超
え
る
と
言
わ

１０

れ
て
い
ま
す
。

　
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い
浴
室
に
移

動
す
る
と
、
血
管
が
縮
み
血
液
が
流

れ
に
く
く
な
る
の
で
、
血
圧
は
急
上

昇
し
ま
す
。し
か
し
、
浴
槽
の
温
か
い

湯
に
つ
か
る

こ
と
で
、
血

管
は
拡
張
し
、

急
上
昇
し
た

血
圧
が
今
度

は
急
激
に
低

下
し
ま
す
。

　
健
康
な
若
い
人
な
ら
、
血
圧
の
急

上
昇
や
急
下
降
に
も
耐
え
ら
れ
ま
す

が
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
な
ど
動
脈
硬
化
が
進
行
し
た
高
齢

者
で
は
血
圧
の
上
昇
に
よ
る
心
筋
梗

塞
、
致
命
的
な
不
整
脈
、
脳
梗
塞
や

脳
出
血
な
ど
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
反
対
に
、
血
圧
が
低
下
す
る
こ
と

で
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
が
起
き
、
意

識
を
失
っ
て
、
溺
れ
た
り
転
倒
し
た

り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

〈
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
人
〉

 要
注
意
項
目
 

①
　
歳
以
上（
特
に
　
歳
以
上
）

６５

７５

②
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
・
脳
出
血
・
脳

梗
塞
の
病
歴
が
あ
る

③
飲
酒
直
後
に
入
浴

④
食
事
直
後
に
入
浴

⑤
薬
を
飲
ん
だ
直
後
に
入
浴

⑥
一
番
風
呂

⑦
深
夜
に
入
浴

⑧
熱
い
湯
（
　
℃
 以
上
）
に
首
ま
で
つ

４２

か
る

⑨
浴
室
、
脱
衣
所
、
ト
イ
レ
に
暖
房

設
備
が
な
く
冬
場
は
寒
い

⑩
浴
室
が
タ
イ
ル
張
り
で
窓
が
あ
り
、

冬
場
は
寒
い

⑪
居
間
と
浴
室
、
ト
イ
レ
が
離
れ
て

い
る

〈
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
予
防
方
法
〉

 入
浴
の
注
意
点
 

①
入
浴
前
後
に
水
分
補
給
す
る

入
浴
す
る
と
汗
を
か
き
、
体
内
の

水
分
が
減
っ
て
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ

に
な
り
ま
す
。そ
の
状
態
で
は
血

栓
が
で
き
や
す
く
血
圧
が
上
が
る

と
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
に
な
り
や

す
い
の
で
す
。

②
食
後
１
時
間
以
上
空
け
て
か
ら
入

浴
す
る

③
お
酒
を
飲
む
な
ら
入
浴
後
に

④
部
屋
間
の
温
度
差
を
な
く
す

脱
衣
所
や
浴
室
に
暖
房
器
具
を
設

置
し
た
り
、
お
湯
を
張
っ
た
浴
槽

の
フ
タ
を
開
け
て
お
く
な
ど
す
れ

ば
、
浴
室
内
も
温
ま
り
ま
す
。

⑤
ゆ
っ
く
り
温
ま
る

⑥
浴
槽
の
湯
温
を
低
め
に
す
る

　
 ℃
 ～
　
 ℃
 程
度
の
ぬ
る
め
の
お

３８

４０

湯
か
ら
入
り
熱
い
お
湯
を
足
し
て

徐
々
に
温
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
長
湯
を
し
な
い

⑧
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
上
が
ら
な
い

⑨
他
の
人
が
声
か
け
す
る

入
浴
中
に
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起

き
て
も
、
す
ぐ
に
発
見
、
処
置
で

き
る
よ
う
家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

が
声
か
け
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

 ト
イ
レ
で
の
注
意
点
 

①
寝
室
は
ト
イ
レ
の
近
く
に
す
る

②
ト
イ
レ
に
暖
房
器
具
を
置
く

③
い
き
み
す
ぎ
な
い

い
き
み
す
ぎ
る
と
心
臓
へ
の
負
担

が
高
く
な
り
、
排
便
後
は
急
激
に

血
圧
が
下
が
り
ま
す
。普
段
か
ら

の
便
秘
対
策
も
重
要
で
す
。

　
何
よ
り
も
冬
場
の
ト
イ
レ
や
入
浴

時
は
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
や

す
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
で
す
。
　
　
（
担
当
　
大
水
）

窺

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



 

 

 

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の

入
校
生
（
訓
練
期
間
一
年
又
は
二
年

間
）
の
追
加
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
校
又
は
最
寄
り
の

公
共
職
業
安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

〒
０
７
８
儿
０
１
１
５

砂
川
市
焼
山
六
十
番
地

電
話
 ０
１
２
５
儿
５
２
儿
２
７
７
４

Ｆ
Ａ
Ｘ

 ０
１
２
５
儿
５
２
儿
９
１
７
７

　
毎
年
、
屋
根
か

ら
の
転
落
や
落
雪

に
よ
る
事
故
が
多

く
発
生
し
て
い
ま

す
。
除
雪
な
ど
に

よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

除
雪
に
よ
る
事
故
か
ら
身
を
ま
も
り

ま
し
ょ
う
 

道
内
の
雪
に
よ
る
死
傷
者
は
、
除
雪
作

業
中
に
最
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す

◆
屋
根
の
雪
下
ろ
し

・
雪
下
ろ
し
は
、
一
人
で
は
な
く
複

１
１
０
番
通
報
の
適
切
な
利
用
の
促
進
及
び
警
察
相
談
専
用
電
話

（
＃
９
１
１
０
）
等
の
紹
介
と
周
知
に
つ
い
て

　
～
緊
急
通
報
は
１
１
０
番
、
相
談
電
話
は
「
＃
９
１
１
０
」
に
！
 ～

丑

　１１月２２日開催の減災講習会において、赤十字奉仕団の呼びかけにより、

北海道胆振東部地震の被災者支援として、日本赤十字社北海道支部が取り

扱っている北海道胆振東部地震災害義援金の寄附がありました。

暫 義援金額　３４，８３９円 暫

ご協力、ありがとうございました。

北海道胆振東部地震災害義援北海道胆振東部地震災害義援金金

～
北
海
道
か
ら
の
お
知
ら
せ
～

除
雪
な
ど
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
に

平
成
　
年
度
入
校
生
追
加
募
集

３１

　
１
１
０
番
は
、
緊
急
の
事
件
・
事
故
な
ど
を
、
い
ち
早
く
警
察
へ
通
報

す
る
た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。

　
１
１
０
番
に
出
た
警
察
官
が
、
事
件
・
事
故
の
内
容
に
基
づ
い
て
必
要

な
事
項
を
質
問
し
ま
す
。
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う
、
そ
の
場
所
の
住
所
や
付
近

の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
で
１
１
０
番
す
る
場
合
、
車
で
移
動
し
な
が
ら
の
通
報
や
歩

き
な
が
ら
の
通
報
は
通
話
が
途
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
控
え
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通
報
は
法
令
違
反
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
車
を
安
全
な
場
所
に
停
止
し
て
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
１
１
０
番
は
、
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
や
、
声
を
出
せ
な
い

状
況
に
あ
る
方
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
端
末
の
Ｅ
メ
ー
ル
機

能
を
利
用
し
て
緊
急
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
通
報
す
る
と
き
に
は

「
事
件
・
事
故
の
内
容
」
の
ほ
か
、「
住
所
や
目
標
と
な
る
建
物
」、「
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
」
を
正
し
く
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
の
対
応
を
必
要
と
し
な
い
遺
失
物
・
拾
得
物
の
届
出
、
諸
手
続
に

関
す
る
照
会
な
ど
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
、
交
番
・
駐
在
所
の
電
話
を
、

相
談
や
警
察
業
務
に
関
す
る
意
見
・
要
望
は
、
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
「
＃
９
１

１
０
」
の
警
察
相
談
専
用
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
電
話
、
Ｉ
Ｐ
電
話
等
で
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き
な

い
場
合
は
、
下
記
の
最
寄
り
の
番
号
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　
北
海
道
警
察
本
部
…
０
１
１
倆
２
４
１
倆
９
１
１
０

　
Ѵ

方
໘
本
部

 

…
０
１
６
６
倆
３
４
倆
９
１
１
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
羽
幌
警
察
署
　
０
１
６
４
倆
６
２
倆
１
１
１
０

お
知
ら

お
知
ら
せせ



数
人
で
声
を
か
け
あ
っ
て
！

・
靴
や
は
し
ご
に
は
滑
り
止
め
を
、

腰
に
は
命
綱
を
着
け
て
屋
根
の
上

で
の
作
業
、
は
し
ご
の
上
り
下
り

に
は
気
を
つ
け
て
！

・
晴
れ
た
日
ほ
ど
ご
用
心
！
（
雪
と

一
緒
に
転
落
す
る
恐
れ
）

・
落
と
す
雪
の
近
く
に
人
は
い
な
い

か
、
周
囲
を
確
認
！

・
屋
根
の
周
り
に
雪
を
の
こ
し
て
雪

下
ろ
し
！

・
万
一
に
備
え
、
必
ず
携
帯
電
話
を

身
に
つ
け
て
！

◆
除
雪

・
健
康
に
注
意
！
無
理
な
作
業
は
し

な
い
。

・
服
装
に
注
意
！
機
械
へ
の
巻
き
込

ま
れ
防
止
。

・
除
雪
機
の
ト
ラ
ブ
ル
は
エ
ン
ジ
ン

停
止
！

・
除
雪
道
具
は
こ
ま
め
な
手
入
れ
と

点
検
を
。

雪
に
よ
る
死
傷
者
の
多
く
が
高
齢
者
、

屋
根
な
ど
か
ら
の
転
落
に
よ
る
も
の

で
す
！

昨
冬
の
除
雪
中
の
死
亡
事
故
の
事
例

・
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
転
落
し
、

生
き
埋
め
に
な
っ
た
。

・
物
置
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
に
屋

根
を
踏
み
抜
き
、
落
下
し
た
。

・
建
物
と
除
雪
機
に
は
さ
ま
れ
た
。

な
ど

作
成：

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局

危
機
対
策
課
　
０
１
１
儿
２
０
４
儿

５
０
０
８

　
交
通
事
故
被
害
世
帯
の
皆
さ
ん
に

次
の
よ
う
な
援
護
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付（
無
利

子
）】

・
対
象

　
自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
保
護
者
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た

り
、
重
い
後
遺
障
害
を
残
す
こ
と
と

な
っ
た
ご
家
庭
の
お
子
様
で
、
０
歳

か
ら
中
学
卒
業
ま
で

・
貸
付
金
額

　
一
人
に
つ
き
最
初
一
時
金
　
万
５

１５

千
円
、
以
後
月
額
２
万
又
は
１
万
円

（
選
択
制
）、
小
・
中
学
校
入
学
時
に

入
学
支
度
金
４
万
４
千
円

・
返
還
方
法

　
貸
付
終
了
後
、
原
則
と
し
て
　
年
２０

以
内
の
月
々
均
等
払
い
に
よ
り
返
還

・
そ
の
他

　
高
校
、
大
学
等
に
在
学
中
は
返
還

猶
予
が
可
能
で
す

【
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
】

・
対
象

　
自
動
車
（
バ
イ
ク
含
む
）
事
故
に

よ
り
、
脳
、
脊
髄
、
ま
た
は
胸
腹
部

臓
器
に
損
傷
を
受
け
、
常
時
ま
た
は

随
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
（
自
損
・

他
損
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
支
給
額

　
月
額
２
万
９
千
２
９
０
円
～
　
万
１３

６
千
８
８
０
円
の
範
囲
で
、
障
害
の

程
度
や
介
護
費
用
の
支
出
に
応
じ
て

支
給
　
※
「
短
期
入
院
」
費
用
も
別

途
支
給

・
注
意

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
労
災
の
介

護
給
付
等
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人
　
自
動
車
事
故
対
策

機
構
旭
川
支
所
　
０
１
６
６
儿
４
０

儿
０
１
１
１

　
平
成
　
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

３０

特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及

び
申
告
書
の
受
付
は
、
２
月
　
日
１８

（
月
）か
ら
３
月
　
日（
金
）ま
で
と
な

１５

り
ま
す
。

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
印
刷
し
て

郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

に
は
、
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
み

の
方
専
用
の
初
め
て
の
方
で
も
操
作

し
や
す
い
画
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
税
務
署
へ
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
の
届
出
」
を
す
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
で
も
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
か
ら
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
送
信
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
税
務
署
な
ど
の
確
定
申
告
会
場
に

お
越
し
の
際
に
は
、「
前
年
の
申
告

書
控
え
」、
確
定
申
告
に
必
要
な
書

類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告

の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

碓

交
通
事
故
の
援
護
制
度

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ



　
平
成
　
年
１
月
か
ら
、
個
人
納
税

３１

者
の
方
の
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
利
用
を
よ
り

便
利
に
す
る
た
め
、
以
下
の
２
つ
の

方
式
が
利
用
で
き
ま
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
て

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
経
由
又
は
ｅ
倆
Ｔ

ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
ｅ
倆

Ｔ
ａ
ｘ
へ
ロ
グ
イ
ン
す
る
だ
け
で
、

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
を
開
始
し
、
申

告
書
等
の
デ
ー
タ
が
送
信
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

②
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で

な
い
方
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
で
職

員
と
の
対
面
に
よ
る
本
人
確
認
に
基

づ
い
て
税
務
署
長
が
通
知
し
た
「
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了

通
知
」
に
記
載
さ
れ
た
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ

用
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
み
で
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
ｅ
倆

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
送
信
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

気象台ひと口メモ
「楽しい雪とあばれる雪」～暴風雪は危険がいっぱい～

臼

ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
手
続
が
よ

り
便
利
に
な
り
ま
す
！

　北海道は１年の四季がはっきりしていて、冬には雪が降り積もります。私たちは雪

が降ることでスキーなど、楽しく遊ぶことができますが、激しい風と一緒に降ってく

る雪は時々大変な悪さをすることがあります。

　平成２５年３月２日には全道的に暴風雪となり、吹きだまりや局地的な大雪により９

名の方が亡くなる痛ましい災害が発生しました。

　このような災害をもたらす暴風雪は「強い冬型の気圧配置」と「発達した低気圧」のとき

に発生しやすくなっています。特に「発達した低気圧」の前兆として、前日に気温が高く暖

かいことが多くなります。これからの季節は、気温が高く天気の良い日は、大荒れの前触れ

かも知れませんので、気象情報で天気を確認するよう心がけましょう。

　暴風雪の被害としては、

　　毅吹き溜まり

　　毅暴風や視界不良による歩行困難

　　毅暴風による飛散物

　　毅停電

などが考えられますので、目的にあった備えをしておきましょう。

　暴風雪の遭遇してしまうと、

　　★ホワイトアウトにより方向感覚がなくなり、自分の場所が分からなくなる

　　★車が動かなくなる

　　★むやみに移動すると更に危険となる場合がある

ので、助けを求めても救助が困難な場合が多くなりますから、その場で自分自身の身

を守ることになります。

　一番の方策は外出を控えることですが、暴風雪に遭遇した場合はその場にとどまっ

てやり過ごす、むやみに動かずに天候が回復するまで待つことも方策のひとつです。

最新の気象情報を入手して、暴れる雪から身を守ってください。

　　※問い合わせ先　旭川地方気象台　（電話：０１６６－３２－７１０２）

　　※旭川地方気象台ホームページアドレス

　　　　　　　　　　　　　　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/



＊平成３０年１１月から、毎週月曜日の

午後「フレイル外来」始めました！

＊平成３０年９月から、皮膚科は毎週

月曜日から金曜日になりました。

＊予約制で、人間ドックは水･木曜

日、特定健診は月～金曜日実施し

ています。

詳細についてはお問い合わせ下さい。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地
（電話　０１６４－６２－６０６０）

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
及
び
地

方
消
費
税
並
び
に
贈
与
税
の
確
定
申

告
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、

作
成
し
た
申
告
書
等
は
、
ｅ
倆
Ｔ
ａ

ｘ
（
電
子
申
告
）
で
送
信
又
は
印
刷

し
て
郵
送
等
で
税
務
署
に
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も
所
得
税
の
確

定
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

渦

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
定

申
告
が
で
き
ま
す
　！！

消防初山別支署からのお知らせ！

救救 急急 出動する消防車両は、 道路交通法に
則り緊急走行時サ イレ ン を吹鳴し ています 。 

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月平成３１年２月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１日・１５日完全予約制）

〇

（第４水曜日 ２７日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２７日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（１３日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（５日）〇

整形専門外来

予約制

８：００～１１：００
大野医師（１４日）〇予約

優先 覺田医師（４日）〇

完全予約制
阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（１日・１５日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（１２日・２６日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制渡部医師（１２日・２６日）〇整形専門外来予約制

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大 井上講師（４日・２５日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（５日・１２日・１９日・２６日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（５日・６日・１２日・
　１９日・２０日・２６日）

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（６日・２０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（１日・８日・１５日・２２日）〇皮膚科（毎週金曜日）

消費生活に関する相談は消費者ホットラインへ
0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。



　初山別村民憲章　　１　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

● 今月の主な行事予定 ●
（１／１１～２／１２）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報配布（お知らせ版）
海上安全祈願祭

１１晶

１

月

１２松

１３掌

成人の日１４捷

１５昇

ほしっこくらぶ１６昌

１７昭

１８晶

１９松

２０掌

２１捷

２２昇

２３昌

予防接種２４昭

広報配布（お知らせ版）
破砕・危険ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

２５晶

２６松

２７掌

２８捷

２９昇

ほしっこくらぶ（会場開放日）３０昌

３１昭

１晶

２

月

２松

３掌

４捷

５昇

ほしっこくらぶ６昌

予防接種７昭

８晶

９松

１０掌

１１捷

広報しょさんべつ配布（２月号）１２昇
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年末年始の休業日

　役場の年末年始休業は、期間が９日間と

長期になりますが、各種証明書の発行等の

ご用件は、警備員が対応し内容により担当

職員が登庁して対応いたしますので、ご理

解ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　また新年のごみ収集は、１月７日（一般

ごみ：初山別・千代田地区）からとなります。

　なお、村内の主な事業所等の休業期間は

次のとおりです。

各学校の冬休み

煙初山別中学校  ………… １２／２２～１／１５

煙初山別小学校  ………… １２／２２～１／１５

「交通安全総決起大会」開催

　交通事故

防止を目的

とする「留

萌中部３町

村輸送関連

産業団体交

通安全総決

起大会」が

自然交流センターにて開催され、１６６名（本

村からは５１名）が参加しました。

　また、このたび豊岬の田澤己榮樹氏が交

通安全功労者（一般財団法人全日本交通安

全協会　緑十字銅章）として表彰され、本

大会にて羽幌地区交通安全協会連合会の舟

橋会長から表彰状の伝達が行われました。

（１１月１６日）

Ｋ
の
潜
入
記
○
 

　
　
　
～
広
報
誌
は
お
弁
当
箱
～

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。広
報
担
当
者

の
Ｋ
と
申
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
広
報
誌
の
記
事
の
組
み
方

を
、
お
弁
当
箱
に
お
か
ず
を
詰
め
る
感

覚
で
考
え
て
い
る
と
い
う
話
で
す
。

　「
定
番
の
位
置
」
が
決
ま
っ
て
い
る

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
が
、
組
み
方
は

記
事
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
変
え
て
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が

無
い
場
合
は
、
削
っ
て
も
影
響
な
さ
そ

う
な
記
事
を
犠
牲
に
し
ま
す
。一
番
最

初
に
目
を
つ
け
る
記
事
は
…
お
分
か
り

で
す
ね
？

そ
ん
な
訳
で
潜
入
記
、
縮
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

３４

煙初山別村役場 …………… １２／２９～１／６

煙高齢者福祉センター …… １２／２９～１／６

煙北るもい漁協 …………… １２／２９～１／６

煙医科診療所 ……………… １２／２９～１／７

煙歯科診療所 ………… １２／２８午後～１／７

煙留萌信金 …… １２／２９～１／３（Ａ ＴＭを含）

煙郵便局 …………………… １２／２９～１／３
（初山別局ＡＴＭについては無休）

煙オロロン農協 …………… １２／２９～１／６

煙給油所 …………………… １２／３０～１／３


